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災害

～自分の住む場所だけは大丈夫！と思っていませんか～

地震災害時の行動を確認しよう

わたしたちの自主防災組織
三島パサディナ自治会長　勝又　鐵男さん

危機管理
連載シリーズ⚑⚗

　パサディナ地域の地形上
の特異性から地震発生後の
対応は、組または班単位に
ならざるを得ないため、各
組に防災リーダー、連絡員、
消火救出隊長、救護搬送隊
長を設置し、役員の研修会を実施しています。
　また、地域の実情に沿った内容で独自の「地
震防災マニュアル」を作成し全戸配布していま
す。日ごろから住民の防災意識を高めるととも
に防災訓練については、基本的な訓練から地域
の特異性を踏まえた訓練になるよう徐々にステ
ップアップしていきたいと思います。

⨈危機管理課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚐）

自らの命は自らで守る！自らの地域は皆で守る!

避難対象自治会名避難所
大社町・東本町⚑丁目・東本町⚒丁目・日の出
町・東町・南二日町（伊豆箱根線路東側）・大宮
町⚒丁目・川原ケ谷・雪沢

東小学校

加屋町・清住町・三好町・西本町・栄町・西若
町・緑町・南町・広小路町・泉町・寿町・本町
大中島・本町小中島

西小学校

南本町御殿・南本町高台・北田町仙台・北田町・中田
町北・中田町南・南田町・富田町・かわせみ・南本町
新御殿・南二日町（伊豆箱根線路西側）

南小学校

文教町⚑丁目・合同宿舎文教住宅・幸町・幸原
町・サンステージ壱町田北小学校
小山中島・小山・谷田・御門・竹倉・玉沢・谷田城の
内・東富士見・西富士見・並木・柳郷地・ヴァンヴ
ェール遺伝坂・柳郷地市営住宅・市営谷田住宅

錦田小学校

夏梅木・中・錦が丘・北沢向山小学校
若松町・西旭ケ丘・青葉台・山田・旭ヶ丘・山
田住宅山田小学校
台崎・元山中・市山新田・三ツ谷・笹原・山
中・箱根坂・玉沢(奥山）坂小学校

徳倉第１・徳倉第２・徳倉第３・徳倉第４徳倉小学校
富士ビレッジ・沢地・千枚原・光ケ丘１丁目・光ケ丘３
丁目・光ケ丘県営住宅・光ケ丘市営住宅・富士見台沢地小学校

萩・徳倉第５・徳倉第６・エンゼルハイム芙蓉
台北上小学校 

佐野・見晴台佐野小学校

梅名・中島・八反畑・鶴喰中郷小学校

長伏・御園長伏小学校
押切・桜ケ丘・遺伝研・愛宕・緑ケ丘・塚原・阿部野・
塚の台・小山台・塚原台・シャリエ三島松が丘・松
が丘・塚原下原

錦田中学校

青木・新谷・玉川・平田・藤代町・モナーク三
島・ウィスティリア三島青木南中学校
文教町西・加茂川町１区・加茂川町２区・シャルマンコーポ・壱
町田１丁目・壱町田２丁目・県営壱町田やまがみ団地・東壱町
田・シャリエ三島壱町田・かわせみタウン壱町田

北中学校

芙蓉台北上中学校

大場（伊豆箱根線路西側）・多呂中郷中学校

松本・安久中郷西中学校
加茂・市営加茂住宅・小沢・初音台・三恵台・初
音山田中学校

芝本町・一番町・中央町・中央町２区・文教町
２丁目・大宮町１丁目・大宮町３丁目・文教町
東岩崎

三島北高等 
学校

大場（伊豆箱根線路東側）・三島パサディナ・東
大場

三島南高等 
学校

JR新幹線滞留旅客三島長陵高
等学校

滞留客、観光客および楽寿園内外の人楽寿園（広
域避難地）

地震発生

身の安全確保
・火元の確認・家族の安否確認
・非常持ち出し品の用意
・靴を履く

額

情報収集 ・ラジオなどで情報入手

自宅が焼失・全半壊額 自宅が無事

避難所（小中学校など）の
グラウンドに集合 

額

額

額避難

一時避難地（地区集会所・近くの公園など）へ
避難し、防災活動

・初期消火　・住民の安否確認　・救出、救助
・救護活動　・自主防災組織本部の設置
・高齢者や障がいのある人の避難支援

　まず何をするべきかを知り、自分の地域の
避難所を確認しましょう。また家族内の連絡
方法や待ち合わせ場所なども確認しましょう。

自宅で生活

避難所の体育館で避難生活

災害時の行動 避難所一覧
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江戸時代の
桿秤と 秤座 

はかりざ

▲写真②皿▲写真③錘

▲写真④神家の銀秤のケース

▲福井雪水筆跡（雪翁遺草より）
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▲写真①守随家の秤
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か
り
あ
ら
た
め




